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私たちは、「我ら『冤罪なれど死刑囚』故奥西勝さんと袴田巖さんの命から人権問題を考え

る」をテーマに、名張毒ぶどう酒事件、袴田事件の再審無罪を勝ち取り、両事件の解決を通じ

て裁判のあり方を問うことを目的に本集会を開催しました。 

冤罪は国家による最大の人権侵害です。とりわけ冤罪による死刑判決は国家による殺人であ

り、また、死刑判決を受けた者の心身への悪影響、人権侵害の程度は想像を絶するものがあり、

絶対に許してはなりません。 

奥西さんは、事件発生から５４年間無実を叫び続けてきましたが、再審の扉が開かれること

なく、２０１５年に無念の獄死を遂げました。現在、奥西さんの妹の岡美代子さんが兄の名誉

を回復するために再審を請求しています。 

袴田さんは、長年の獄中からの訴えが届き、４８年ぶりに死刑台から生還したのが２０１４

年です。その後、東京高裁で再審を取り消されましたが、最高裁で再び高裁に差し戻しとなり、

いまだ再審裁判は実現していません。 

両事件には再審を拒む有罪判決の闇が存在しています。名張事件では、死刑判決の唯一の物

証であった王冠の歯形鑑定が倍率を操作した偽造鑑定であったこと、袴田事件では、犯行着衣

とされた「５点の衣類」は、発見直前にみそタンクに投入されたねつ造であることがそれぞれ

明らかになっています。これらの事実だけでも再審を開始すべき事由がありますが、いまだ再

審は行われていません。さらに、両事件とも、再審段階における弁護団のねばり強い要求によ

り、検察が隠していた証拠の開示がなされています。そして、多くの無実の証拠を検察が隠し

続けていることも明白です。なぜこんな証拠で死刑判決が維持されているのか、多くの疑問が

出されています。 

名張事件は、２００５年に再審開始決定を勝ち取り、袴田事件も、２０１４年に再審開始決

定を勝ち取っていますが、それぞれ検察の不服申し立てにより、再審が実現できていません。 

再審請求のはじめからすべての証拠が開示され、再審開始決定に対する検察官の不服申し立

てが禁止されていたら、奥西さんも袴田さんもとうの昔に再審無罪となっていたことでしょ

う。再審法の不備により、冤罪で苦しむ方の人権を侵害していることは明白です。 

岡美代子さんは、まもなく９３歳になります。袴田巖さんも８６歳、拘禁症状から解放され

ていません。 

両事件の再審審理は、まさしく「天王山」を迎えています。 

本日、名張毒ぶどう酒事件、袴田事件の支援者が集まり、無実の死刑囚を救い出し、一刻も

早く死刑判決を改めさせる決意を固めあいました。そして、両事件の再審無罪を勝ちとること

が他の冤罪事件に大きな影響を与え、再審法改正など日本の司法制度の見直しにつながること

を確信しています。 
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